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は
じ
め
に

『
聖
書　

聖
書
協
会
共
同
訳
』（
以
下
、「
聖
書
協
会
共
同
訳
」）
は
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
に
翻
訳
を
開
始
し
、
二
〇
一
八
年
一
一
月
二
九

日
の
聖
書
協
会
理
事
会
に
よ
る
出
版
承
認
を
経
て
、
二
〇
一
八
年
一
二
月
に
刊
行
に
至
り
ま
し
た
。

本
小
冊
子
で
は
、「
聖
書
協
会
共
同
訳
」
と
は
い
か
な
る
翻
訳
聖
書
な
の
か
を
、
以
下
の
三
つ
の
観
点
か
ら
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

一　

新
翻
訳
事
業
の
発
足

二　

新
翻
訳
事
業
の
開
始
か
ら
『
聖
書　

聖
書
協
会
共
同
訳
』
の
刊
行
ま
で

三　

翻
訳
に
関
し
て

一　
新
翻
訳
事
業
の
発
足

　
新
共
同
訳
か
ら
聖
書
協
会
共
同
訳
へ

日
本
聖
書
協
会
が
一
九
八
七
年
に
発
行
し
た
『
聖
書　

新
共
同
訳
』（
以
下
、「
新
共
同
訳
」）
は
、
日
本
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
と

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
初
め
て
共
同
で
発
行
し
た
「
共
同
訳
聖
書
」（interconfessional Bible translation

）
と
し
て
、
画
期
的
な
も
の

で
し
た
。
総
発
行
部
数
は
二
〇
一
〇
年
に
一
〇
〇
〇
万
冊
を
超
え
、
日
本
聖
書
協
会
が
二
〇
〇
五
年
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
日
本
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
人
口
の
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
新
共
同
訳
を
使
う
か
、
持
っ
て
い
ま
す
。
教
会
使
用
で
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
を

含
め
て
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
教
会
が
新
共
同
訳
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
二
〇
一
〇
年
の
『
キ
リ
ス
ト
新
聞
』
の
ア
ン
ケ
ー
ト
記
事
に
よ
る
と
、
全
巻
に
わ
た
る
訳
語
の
不
統
一
性
な
ど
の
指
摘
が
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あ
り
、
改
善
を
望
む
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
新
共
同
訳
に
お
け
る
翻
訳
方
針
の
揺
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
一
九
六
九

年
に
新
共
同
訳
の
翻
訳
作
業
が
開
始
さ
れ
た
と
き
に
は
Ｅ
・
Ａ
・
ナ
イ
ダ
（
一
九
一
四
─
二
〇
一
一
年
）
に
よ
る
「
動
的
等
価
理
論
」

（dynam
ic-equivalence Bible translation theory

）
を
採
用
し
ま
し
た
。「
動
的
等
価
理
論
」
は
、「
あ
る
文
章
の
内
容
を
別
の
言
語

で
、
等
価
で
表
現
す
る
こ
と
」
を
目
指
し
ま
す
。
こ
の
理
論
に
基
づ
い
て
翻
訳
・
刊
行
し
た
『
新
約
聖
書　

共
同
訳
』（
一
九
七
八
年
）

が
教
会
指
導
者
か
ら
批
判
を
受
け
、
翻
訳
理
論
を
「
逐
語
訳
」（form
al correspondence

）
に
転
換
し
た
の
で
し
た
。
こ
の
転
換
を
示

す
典
型
的
な
例
は
、
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
五
章
３
節
の
訳
で
す
。『
新
約
聖
書　

共
同
訳
』
で
は
「
た
だ
神
に
よ
り
頼
む
人
々
は
、
幸

い
だ
。
天
の
国
は
そ
の
人
た
ち
の
も
の
だ
か
ら
」
と
訳
し
た
の
に
対
し
、
新
共
同
訳
で
は
こ
れ
を
「
心
の
貧
し
い
人
々
は
、
幸
い
で
あ
る
、

天
の
国
は
そ
の
人
た
ち
の
も
の
で
あ
る
」
と
訳
し
た
の
で
し
た
。

日
本
聖
書
協
会
は
新
共
同
訳
を
精
査
し
、
次
世
代
に
向
け
て
新
た
に
ど
の
よ
う
な
聖
書
翻
訳
を
目
指
す
べ
き
か
検
討
す
る
た
め
に
、

二
〇
〇
五
年
一
一
月
に
翻
訳
部
を
新
設
し
、
合
わ
せ
て
翻
訳
理
論
の
研
究
と
、
実
際
の
翻
訳
作
業
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
オ
ラ
ン
ダ
聖
書
協
会
が
二
〇
〇
四
年
に
刊
行
し
、
高
い
評
価
を
得
て
い
る
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
聖
書
の
翻
訳
作
業
と
、
そ
の
翻
訳
理

論
で
あ
る
「
ス
コ
ポ
ス
理
論
」
が
モ
デ
ル
と
し
て
参
考
に
な
る
と
の
結
論
に
達
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
ス
コ
ポ
ス
理
論
」
の
主
唱
者
で

あ
る
オ
ラ
ン
ダ
自
由
大
学
の
ロ
ー
レ
ン
ス
・
デ
・
ヴ
リ
ー
ス
教
授
（Lourens de Vries 

一
九
五
五
年
─
）
を
招
い
て
、
直
接
、「
ス
コ

ポ
ス
理
論
」
に
つ
い
て
学
び
、
こ
の
ス
コ
ポ
ス
理
論
を
新
し
い
翻
訳
聖
書
の
土
台
と
す
る
方
針
を
採
用
し
た
の
で
す
。

　
ス
コ
ポ
ス
理
論

で
は
、「
ス
コ
ポ
ス
理
論
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。
過
去
に
お
い
て
は
い
く
つ
か
あ
る
翻
訳
原
則
の
ど
れ
が
正
し
い
か

が
議
論
さ
れ
、「
逐
語
訳
」
か
「
動
的
等
価
訳
」
か
が
対
立
的
に
捉
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
ス
コ
ポ
ス
理
論
の
利
点
は
、
翻
訳
理
論
を
別

の
視
点
か
ら
捉
え
直
す
こ
と
に
よ
り
、
翻
訳
理
論
の
間
の
対
立
を
乗
り
越
え
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

「
ス
コ
ポ
ス
」
と
は
ギ
リ
シ
ア
語
で
「
目
標
」
を
意
味
し
、
聖
書
翻
訳
理
論
で
は
「
対
象
読
者
」（
聴
衆
）
と
「
使
用
目
的
」（
機
能
）
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を
表
し
ま
す
。
対
象
読
者
を
未
信
者
と
し
、
使
用
目
的
を
伝
道
用
と
す
る
場
合
（
ス
コ
ポ
ス
Ａ
）
と
、
対
象
読
者
を
高
学
歴
の
信
者
、
使

用
目
的
を
礼
拝
用
と
す
る
場
合
（
ス
コ
ポ
ス
Ｂ
）
で
は
、
お
の
ず
と
翻
訳
原
則
も
異
な
り
ま
す
。
前
者
（
ス
コ
ポ
ス
Ａ
）
で
は
動
的
等
価

訳
が
、
後
者
（
ス
コ
ポ
ス
Ｂ
）
で
は
逐
語
訳
が
適
切
で
す
。
ス
コ
ポ
ス
理
論
は
、
こ
の
よ
う
に
、
ま
ず
翻
訳
の
「
ス
コ
ポ
ス
」
を
選
択
し
、

そ
こ
か
ら
適
切
な
翻
訳
方
針
を
決
定
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
逆
に
言
え
ば
、
ス
コ
ポ
ス
を
あ
ら
か
じ
め
決
定
す
る
な
ら
、
翻
訳

理
論
を
め
ぐ
っ
て
動
的
等
価
か
逐
語
訳
か
と
い
う
選
択
に
関
し
て
揺
れ
が
生
じ
る
よ
う
な
こ
と
は
な
く
な
る
の
で
す
。

　
共
同
訳
事
業
推
進
計
画
諮
問
会
議
と
「
翻
訳
方
針
前
文
」

翻
訳
事
業
を
開
始
す
る
に
先
立
ち
、
日
本
聖
書
協
会
は
二
〇
〇
八
年
六
月
六
日
の
第
一
五
二
回
理
事
会
で
「
共
同
訳
事
業
推
進
計
画
諮

問
会
議
」（
以
下
、「
諮
問
会
議
」）
の
設
置
を
決
議
し
、
国
内
三
二
教
派
・
一
団
体
に
、
各
教
派
・
団
体
を
代
表
す
る
議
員
の
推
薦
を
お

願
い
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
一
七
教
派
・
一
団
体
が
議
員
二
一
名
を
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
の
一
七
教
派
の
信
徒
数
は
、
当

時
の
日
本
国
内
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
人
口
の
七
五
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
し
ま
す
（『
キ
リ
ス
ト
教
年
鑑
』
二
〇
〇
九
年
版
に
よ
る
）。
し

た
が
っ
て
、
諮
問
会
議
は
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
会
を
ほ
ぼ
代
表
し
て
お
り
、
そ
こ
で
出
さ
れ
る
答
申
は
、
日
本
の
諸
教
会
が
求
め
る
聖
書

を
示
す
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

諮
問
会
議
で
は
新
翻
訳
事
業
が
ス
コ
ポ
ス
理
論
に
従
う
こ
と
を
提
案
し
、
新
し
い
聖
書
翻
訳
で
は
い
か
な
る
ス
コ
ポ
ス
を
選
択
す
る
か

を
議
論
し
ま
し
た
。
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
六
日
に
開
催
し
た
最
終
回
（
第
四
回
）
諮
問
会
議
は
、
新
し
い
翻
訳
聖
書
の
ス
コ
ポ
ス
が
、「
礼

拝
で
の
朗
読
に
ふ
さ
わ
し
い
、
格
調
高
く
美
し
い
日
本
語
訳
を
目
指
す
」
こ
と
で
あ
る
と
採
択
し
、
そ
の
こ
と
を
ま
と
め
た
「
翻
訳
方
針

前
文
」
を
日
本
聖
書
協
会
理
事
会
に
答
申
し
ま
し
た
。
同
年
一
二
月
四
日
の
聖
書
協
会
第
一
五
八
回
理
事
評
議
員
会
は
こ
の
答
申
を
承
認

し
て
、
新
翻
訳
事
業
の
開
始
が
決
定
し
ま
し
た
。「
翻
訳
方
針
前
文
」
は
本
冊
子
の
16
─
17
頁
に
全
文
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議
会
が
二
〇
〇
九
年
度
臨
時
司
教
総
会
（
二
〇
一
〇
年
二
月
）
で
「
聖
書
の
新
し
い
共
同
訳
事
業
を

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議
会
と
し
て
承
認
す
る
」
と
の
決
議
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
新
翻
訳
事
業
は
正
式
に
共
同
訳
事
業
と
し
て
開
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始
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日
本
聖
書
協
会
は
二
〇
一
〇
年
三
月
二
日
、
記
者
会
見
を
開
い
て
新
翻
訳
事
業
の
開
始
を
発
表
し
ま
し
た
。

二　
新
翻
訳
事
業
の
開
始
か
ら
『
聖
書　
聖
書
協
会
共
同
訳
』
刊
行
ま
で

新
翻
訳
事
業
は
、
事
業
に
参
加
し
た
一
七
教
派
・
一
団
体
か
ら
の
推
薦
に
基
づ
き
、
翻
訳
者
六
二
名
・
編
集
委
員
四
三
名
・
外
部
モ
ニ

タ
ー
二
〇
名
・
検
討
委
員
二
三
名
の
延
べ
一
四
八
名
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
翻
訳
者
・
編
集
委
員
・
外
部
モ
ニ
タ
ー
・
検
討
委
員

の
氏
名
は
、
本
冊
子
の
巻
末
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
委
員
は
全
一
四
八
名
の
う
ち
四
一
名
（
二
八
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
し
た
。

翻
訳
作
業
に
は
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
の
開
始
か
ら
二
〇
一
七
年
一
二
月
の
終
了
ま
で
、
七
年
余
り
を
要
し
ま
し
た
。
新
共
同
訳
の
完
成

に
は
一
八
年
を
要
し
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
は
比
較
的
短
期
間
で
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

　
パ
ラ
テ
キ
ス
ト

聖
書
協
会
共
同
訳
は
新
共
同
訳
の
改
訳
で
は
な
く
、
原
文
か
ら
の
新
た
な
翻
訳
で
す
の
で
、
翻
訳
の
基
本
的
な
作
業
は
新
共
同
訳
と
同

じ
で
す
。
訳
稿
を
委
員
会
方
式
で
検
討
す
る
方
法
も
、
新
共
同
訳
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
聖
書
協
会
共
同
訳
の
作
業
と
、
新
共
同
訳
の
作
業

の
最
大
の
違
い
は
、
パ
ラ
テ
キ
ス
ト
（ParaTExt

）
と
呼
ば
れ
る
翻
訳
支
援
ソ
フ
ト
を
用
い
た
こ
と
で
す
。
パ
ラ
テ
キ
ス
ト
は
、
聖
書
協

会
世
界
連
盟
（United Bible Societies

）
と
聖
書
翻
訳
の
た
め
の
非
営
利
団
体
で
あ
るSIL

が
共
同
開
発
し
た
も
の
で
、
原
文
と
訳
文
、

各
種
言
語
の
翻
訳
を
同
一
章
節
ご
と
に
表
示
し
な
が
ら
、
翻
訳
作
業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
編
集
し
た
訳
文
は
聖
書
協
会
世
界
連

盟
の
サ
ー
バ
に
送
ら
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
い
る
翻
訳
者
が
サ
ー
バ
に
同
期
す
る
こ
と
で
、
最
新
の
状
態
の
訳
稿
を
見
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
す
。
遠
隔
地
に
い
る
翻
訳
者
が
、
パ
ラ
テ
キ
ス
ト
を
見
な
が
ら
、Skype

等
の
通
信
手
段
を
用
い
て
共
同
で
訳
文
の
検

討
を
進
め
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
行
わ
れ
ま
し
た
。
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翻
訳
組
織

聖
書
協
会
共
同
訳
は
、
新
共
同
訳
と
同
じ
よ
う
に
、
基
本
的
に
委
員
会
形
式
で
進
め
ら
れ
、
そ
の
組
織
は
翻
訳
者
、
編
集
委
員
、
外
部

モ
ニ
タ
ー
、
検
討
委
員
か
ら
成
り
ま
す
。
翻
訳
組
織
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
ま
す
。

ａ　
原
語
担
当
者
と
日
本
語
担
当
者

「
礼
拝
で
の
朗
読
に
ふ
さ
わ
し
い
、
格
調
高
く
美
し
い
日
本
語
を
目
指
す
」
と
い
う
翻
訳
方
針
を
実
現
す
る
た
め
に
、
聖
書
協
会
共
同

訳
は
最
初
の
段
階
か
ら
原
語
担
当
者
と
日
本
語
担
当
者
が
協
力
し
て
訳
文
の
作
成
に
当
た
り
ま
し
た
。
新
共
同
訳
で
は
、
翻
訳
者
四
五
名

に
対
し
て
国
語
委
員
は
六
名
に
す
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
が
（
比
率
は
九
対
一
）、
聖
書
協
会
共
同
訳
で
は
、
翻
訳
者
六
二
名
の
う
ち
原
語
担

当
者
四
三
名
、
日
本
語
担
当
者
一
九
名
（
比
率
は
七
対
三
）
で
す
。

原
語
担
当
者
が
作
成
し
た
訳
稿
が
第
一
稿
、
日
本
語
担
当
者
が
こ
の
第
一
稿
を
日
本
語
面
か
ら
改
訂
し
た
訳
稿
が
第
二
稿
、
両
者
が
話

し
合
っ
て
作
成
し
た
訳
稿
が
第
三
稿
で
す
。
以
下
、
翻
訳
作
業
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
15
頁
の
流
れ
図
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
最
初
の
第
三
稿

の
話
し
合
い
は
、
二
〇
一
〇
年
九
月
七
日
に
開
催
さ
れ
た
第
二
回
翻
訳
者
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

聖
書
協
会
共
同
訳
の
日
本
語
担
当
者
に
は
日
本
語
学
・
日
本
文
学
の
専
門
家
の
ほ
か
、
詩
人
や
歌
人
も
多
く
含
ま
れ
た
た
め
、
特
に
旧

約
聖
書
の
詩
文
学
の
訳
は
、
こ
れ
ま
で
の
訳
に
な
い
格
調
を
備
え
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
語
担
当
者
の
指
摘
に
よ
り
、
聖
書
協
会
共
同
訳
で
は
、
こ
れ
ま
で
長
く
使
用
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
日
本
語
と
し
て
定
着

し
た
と
は
言
え
な
い
い
く
つ
か
の
用
語
を
変
更
し
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
ナ
ハ
ラ
の
訳
語
と
し
て
の
「
嗣
業
」
は
「
相
続
地
」

「
所
有
の
民
」
な
ど
に
、「
半
部
族
」
は
「
部
族
の
半
数
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
の
訳
に
比
べ
、
分
か
り
や
す
く
、

読
み
や
す
い
訳
文
と
な
り
ま
し
た
。
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ｂ　
翻
訳
者
委
員
会

原
語
担
当
者
と
日
本
語
担
当
者
の
作
成
し
た
第
三
稿
は
、
別
の
原
語
担
当
者
と
日
本
語
担
当
者
―
―
最
終
的
に
こ
の
役
割
は
「
翻
訳
者

兼
編
集
委
員
」
が
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
―
―
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
、
こ
の
コ
メ
ン
ト
を
受
け
て
翻
訳
者
委
員
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
翻
訳
者
委
員
会
で
の
検
討
を
終
え
た
訳
稿
が
第
四
稿
で
す
。
最
初
の
翻
訳
者
委
員
会
は
二
〇
一
三
年
一
一
月
一
二
日
に
日
本
聖
書

協
会
で
開
催
さ
れ
た
黙
示
録
翻
訳
者
委
員
会
で
あ
り
、
聖
書
全
書
の
第
四
稿
ま
で
の
作
業
が
終
了
し
た
の
は
二
〇
一
七
年
五
月
三
一
日
で

し
た
。
こ
の
間
、
一
五
〇
回
に
及
ぶ
翻
訳
者
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
ま
た
、
二
〇
一
三
年
八
月
か
ら
二
〇
一
七
年
八
月
ま
で
、
春
・
夏
の

年
二
回
ず
つ
、
複
数
の
翻
訳
者
委
員
会
を
集
中
し
て
行
う
翻
訳
者
委
員
会
合
宿
が
、
九
回
、
各
地
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
黙
想
の
家
を
会
場
と

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ｃ　
朗
読
チ
ェ
ッ
ク

礼
拝
に
お
け
る
朗
読
に
ふ
さ
わ
し
い
訳
稿
と
な
っ
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
、
第
四
稿
は
朗
読
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
朗

読
チ
ェ
ッ
ク
は
、
初
め
て
訳
文
に
触
れ
る
一
人
の
朗
読
者
と
、
一
人
の
聞
き
手
の
ペ
ア
で
行
わ
れ
、
同
音
異
義
語
、
分
か
り
に
く
い
単
語
、

句
読
点
の
位
置
な
ど
、
気
が
つ
い
た
点
が
指
摘
さ
れ
ま
す
。
こ
の
指
摘
を
受
け
て
原
語
担
当
者
が
訳
稿
を
改
訂
し
た
も
の
が
第
五
稿
で
す
。

ｄ　
編
集
委
員
会

第
五
稿
は
編
集
委
員
会
で
検
討
さ
れ
ま
す
。
編
集
委
員
会
は
、
五
書
・
歴
史
書
、
詩
書
・
預
言
書
、
続
編
、
新
約
の
四
委
員
会
に
分
か

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
、
翻
訳
者
兼
編
集
委
員
、
聖
書
学
、
教
義
学
、
日
本
語
、
女
性
の
視
点
、
典
礼
の
視
点
の
専
門
家
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
ま

す
。
編
集
委
員
会
の
検
討
に
よ
っ
て
訳
稿
が
改
訂
さ
れ
る
と
第
六
稿
と
な
り
ま
す
。

ｅ　
外
部
モ
ニ
タ
ー

第
六
稿
は
、
外
部
モ
ニ
タ
ー
に
よ
っ
て
検
討
さ
れ
ま
す
。
外
部
モ
ニ
タ
ー
は
、
聖
書
学
・
神
学
の
専
門
家
、
教
職
者
、
日
本
語
の
専
門
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家
、
一
般
信
徒
、
学
校
教
師
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
翻
訳
が
翻
訳
方
針
に
従
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
訳
文
に
問
題
が
な
い
か
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
意
見
を
述
べ
ま
す
。
こ
の
意
見
に
基
づ
い
て
再
度
、
編
集
委
員
会
が
訳
文
を
検
討
し
た
の
が
第
七
稿
で
、
こ
れ
で
翻
訳
作
業

が
終
了
し
ま
す
。

最
初
の
編
集
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
の
は
二
〇
一
四
年
五
月
二
四
日
（
第
一
回
詩
書
・
預
言
書
編
集
委
員
会
）、
最
後
の
編
集
委
員
会

が
開
催
さ
れ
た
の
は
二
〇
一
七
年
一
二
月
二
日
（
第
八
回
詩
書
・
預
言
書
編
集
委
員
会
）
で
、
こ
の
日
を
も
っ
て
第
七
稿
が
完
成
し
ま
し

た
。
な
お
、
編
集
委
員
会
は
全
体
で
二
五
回
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

ｆ　
訳
語
検
討
会

翻
訳
プ
ロ
セ
ス
に
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
編
集
委
員
会
の
作
業
部
会
と
し
て
、
本
事
業
で
は
旧
約
、
続
編
、
新
約
に
分
け
て
、
翻

訳
者
兼
編
集
委
員
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
訳
語
検
討
会
を
開
催
し
、
重
要
な
訳
語
の
検
討
を
行
い
、
旧
約
・
続
編
・
新
約
を
通
し
て
訳
語
の

統
一
を
図
り
ま
し
た
。
訳
語
検
討
会
は
お
も
に
翻
訳
者
委
員
会
合
宿
の
中
で
、
旧
約
六
回
、
続
編
一
回
、
新
約
五
回
の
、
計
一
二
回
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

訳
語
検
討
会
で
提
案
さ
れ
、
決
定
し
た
訳
語
に
は
、
上
記
の
「
嗣
業
」
の
ほ
か
に
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
ヒ
ン
ネ
、
ギ
リ
シ
ア
語
の
イ
ド
ゥ
ー

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
聖
書
は
す
べ
て
「
見
よ
」
と
訳
さ
れ
る
の
が
普
通
で
し
た
が
、
聖
書
協
会
共
同
訳
で
は
、
最
近
の
談
話
分
析

の
研
究
を
踏
ま
え
て
、
省
略
し
て
訳
す
場
合
の
ほ
か
、
文
脈
に
よ
っ
て
「
さ
て
、
そ
こ
で
は
、
こ
の
と
お
り
、
す
る
と
」
な
ど
と
訳
す
方

針
に
改
め
ま
し
た
。

ｇ　
検
討
委
員
会

以
上
の
プ
ロ
セ
ス
と
並
行
し
て
、
検
討
委
員
会
が
七
回
開
催
さ
れ
ま
し
た
（
第
一
回
は
二
〇
一
〇
年
九
月
一
五
日
、
最
終
回
は

二
〇
一
七
年
三
月
一
三
日
に
開
催
）。
検
討
委
員
会
は
、
新
翻
訳
事
業
に
参
加
し
た
一
七
教
派
・
一
団
体
か
ら
一
名
ず
つ
派
遣
さ
れ
た
委

員
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
、
各
教
派
・
団
体
の
意
見
を
反
映
し
つ
つ
、
翻
訳
者
委
員
会
・
編
集
委
員
会
だ
け
で
解
決
で
き
な
い
重
要
な
問
題
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を
検
討
し
ま
し
た
。

第
七
回
検
討
委
員
会
で
検
討
し
、
聖
書
協
会
理
事
会
に
答
申
し
た
重
要
な
訳
語
は
「
ツ
ァ
ラ
ア
ト
」
と
「
ピ
ス
テ
ィ
ス
・
ク
リ
ス
ト
ゥ
」

の
訳
語
で
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
し
ま
す
。

な
お
、
聖
書
の
各
書
書
名
に
つ
い
て
は
、
検
討
委
員
会
の
委
員
の
意
見
を
踏
ま
え
て
、
新
共
同
訳
の
書
名
を
変
更
し
な
い
こ
と
に
決
定

し
ま
し
た
。

ｈ　
パ
イ
ロ
ッ
ト
版

「
パ
イ
ロ
ッ
ト
版
」
の
発
行
は
、
当
初
は
予
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
編
集
を
終
え
た
第
七
稿
を
よ
り
多
く
の
読
者
に
見
て
い

た
だ
き
、
広
く
意
見
を
求
め
る
た
め
に
、
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
新
共
同
訳
に
お
い
て
も
、
い
く
つ
か
の
書
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
版
を
発
行
す
る

試
み
は
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
聖
書
全
書
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
版
を
正
式
な
版
の
刊
行
前
に
公
に
し
た
の
は
、
聖
書
協
会
と
し
て
初
め
て
の
こ
と

で
す
。

二
〇
一
五
年
一
二
月
か
ら
二
〇
一
八
年
一
月
ま
で
、
四
八
分
冊
、
計
二
三
、〇
〇
〇
部
を
発
行
し
、
二
六
三
件
、
六
、八
六
一
の
意
見
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
意
見
も
最
終
訳
文
を
作
成
す
る
際
に
参
照
さ
れ
ま
し
た
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
版
の
リ
リ
ー
ス
は
二
〇
一
八
年
三

月
末
を
も
っ
て
終
了
し
て
い
ま
す
。

ｉ　
書
名
の
決
定

検
討
委
員
会
で
の
議
論
を
経
て
、「
聖
書
協
会
共
同
訳
」
と
い
う
書
名
を
最
終
的
に
決
定
し
た
の
は
、
二
〇
一
七
年
九
月
八
日
に
開
催

し
た
二
〇
一
七
年
度
第
四
回
日
本
聖
書
協
会
理
事
会
で
す
。
書
名
決
定
に
つ
い
て
は
二
〇
一
七
年
一
〇
月
一
日
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
で
発

表
さ
れ
ま
し
た
。「
序
文
」
に
示
し
た
と
お
り
、
こ
の
書
名
は
、
翻
訳
と
発
行
に
関
す
る
責
任
者
と
い
う
意
味
で
採
用
さ
れ
た
も
の
で
す
。

し
か
し
、「
各
書
の
書
名
や
、「
続
編
付
き
」
の
扱
い
、
固
有
名
詞
（
一
部
の
変
更
を
除
い
て
）
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
新
共
同
訳
を
踏
襲

し
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
聖
書
協
会
共
同
訳
は
新
た
な
翻
訳
で
は
あ
り
ま
す
が
、
新
共
同
訳
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
カ
ト
リ
ッ
ク
の



9

教
会
と
の
共
同
作
業
を
基
盤
に
し
た
も
の
で
す
」（「
序
文
」）。

ｊ　
女
性
の
貢
献

な
お
、
聖
書
協
会
共
同
訳
の
新
共
同
訳
と
異
な
る
特
記
す
べ
き
点
は
、
女
性
の
貢
献
で
す
。
新
共
同
訳
で
は
全
委
員
九
〇
名
の
う
ち
女

性
は
僅
か
三
名
（
三
パ
ー
セ
ン
ト
）
い
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
聖
書
協
会
共
同
訳
で
は
翻
訳
委
員
全
一
四
八
名
の
う
ち
女
性
は

三
四
名
（
二
三
パ
ー
セ
ン
ト
）
い
ま
す
。
女
性
の
委
員
の
意
見
を
反
映
し
て
、
新
共
同
訳
で
五
三
回
用
い
ら
れ
た
「
は
し
た
め
」
が
、
聖

書
協
会
共
同
訳
で
は
「
仕
え
女
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。
同
じ
く
女
性
委
員
の
指
摘
も
受
け
、
新
共
同
訳
で
「
お
前
」
が
二
、八
五
〇
回
用

い
ら
れ
た
の
に
対
し
、
聖
書
協
会
共
同
訳
で
は
、「
お
前
」
の
使
用
が
世
俗
的
な
王
が
臣
下
に
用
い
る
場
合
や
物
・
動
物
に
対
し
て
用
い

る
場
合
に
限
定
さ
れ
た
結
果
、
使
用
回
数
が
八
六
六
回
に
減
り
ま
し
た
。

三　
翻
訳
に
関
し
て

　
固
有
名
詞
の
表
記

新
共
同
訳
は
、
一
九
六
九
年
に
設
置
し
た
聖
書
訳
語
委
員
会
の
多
年
に
わ
た
る
検
討
の
結
果
、『
共
同
訳
聖
書
の
固
有
名
詞
の
日
本
語

表
記
―
―
新
約
聖
書
―
―
』
を
一
九
七
六
年
一
〇
月
に
、『
共
同
訳
聖
書
の
固
有
名
詞
の
日
本
語
表
記
―
旧
約
聖
書
―
』
を
一
九
八
〇
年

一
月
に
発
表
し
、
こ
れ
に
若
干
改
訂
を
加
え
た
も
の
が
新
共
同
訳
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
表
記
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

と
共
通
の
「
イ
エ
ス
」
を
含
め
、
各
教
派
共
通
の
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
、
一
般
に
も
定
着
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
今
回
の
聖
書
協
会

共
同
訳
で
は
、
僅
か
な
変
更
を
除
い
て
、
新
共
同
訳
の
固
有
名
詞
表
記
を
そ
の
ま
ま
用
い
ま
し
た
。
変
更
し
た
も
の
は
以
下
の
一
五
語
で

す
。（
五
十
音
順
。
括
弧
内
は
新
共
同
訳
で
の
表
記
。）
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ア
ッ
コ
（
ア
コ
）

ア
ッ
シ
ュ
ル
バ
ニ
パ
ル
（
オ
ス
ナ
パ
ル
）

ア
ブ
シ
ャ
ロ
ム
（
ア
ブ
サ
ロ
ム
）

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
（
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ロ
ス
）

ア
ワ
（
イ
ワ
）

イ
ッ
サ
カ
ル
（
イ
サ
カ
ル
）

エ
ジ
プ
ト
川
（
エ
ジ
プ
ト
の
川
）

エ
ブ
ヤ
タ
ル
（
ア
ビ
ア
タ
ル
）

ギ
ル
ア
ド
（
ギ
レ
ア
ド
）

シ
ェ
ケ
ム
（
シ
ケ
ム
）

テ
ィ
グ
リ
ス
（
チ
グ
リ
ス
）

ネ
タ
ニ
ヤ
（
ネ
タ
ン
ヤ
）

ビ
ブ
ロ
ス
（
ゲ
バ
ル
）

ミ
デ
ヤ
ン
（
ミ
デ
ィ
ア
ン
）

ヨ
ク
モ
ア
ム
（
ヨ
ク
メ
ア
ム
）

　
振
り
仮
名
（
ル
ビ
）

新
共
同
訳
と
同
様
に
、
聖
書
協
会
共
同
訳
も
漢
字
に
振
り
仮
名
（
ル
ビ
）
を
付
け
ま
し
た
が
、
聖
書
協
会
共
同
訳
で
は
、
聖
書
協
会
発

行
聖
書
と
し
て
初
め
て
す
べ
て
の
数
詞
に
も
ル
ビ
を
振
り
ま
し
た
。
数
詞
の
読
み
方
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
研
究
所
編
『
Ｎ
Ｈ

Ｋ
こ
と
ば
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
第
２
版
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
二
〇
〇
五
年
／
二
〇
一
四
年
第
一
二
刷
）
に
収
め
ら
れ
た
「
数
字
の
発
音
」
に
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準
拠
し
ま
し
た
。

　
重
要
な
訳
語
の
変
更

聖
書
協
会
共
同
訳
に
お
い
て
最
も
大
き
な
訳
語
の
変
更
に
つ
い
て
、
旧
約
と
新
約
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
一
語
ず
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。

一
つ
は
旧
約
に
お
け
る
ヘ
ブ
ラ
イ
語
ツ
ァ
ラ
ア
ト
の
訳
語
で
す
。「
ツ
ァ
ラ
ア
ト
」（
新
約
に
お
い
て
は
ギ
リ
シ
ア
語
訳
「
レ
プ
ラ
」）

に
つ
い
て
は
、
一
九
九
六
年
の
「
ら
い
予
防
法
」
の
廃
止
も
受
け
、
一
九
九
七
年
に
新
共
同
訳
の
新
約
に
お
い
て
「
ら
い
病
」
と
訳
さ
れ

て
い
た
レ
プ
ラ
を
す
べ
て
旧
約
の
訳
語
に
合
わ
せ
「
重
い
皮
膚
病
」
に
改
め
て
い
ま
し
た
が
、
な
お
同
訳
語
が
必
ず
し
も
適
切
な
も
の
で

な
い
と
の
指
摘
を
受
け
、
本
新
翻
訳
事
業
に
お
い
て
も
当
初
か
ら
検
討
を
続
け
ま
し
た
。
最
終
的
に
第
七
回
検
討
委
員
会
（
二
〇
一
七
年

三
月
一
三
日
）
に
お
い
て
、
こ
れ
を
「
規
定
の
病
」
と
す
る
こ
と
で
合
意
し
て
理
事
会
に
答
申
し
、
日
本
聖
書
協
会
二
〇
一
八
年
度
第
三

回
理
事
会
（
二
〇
一
八
年
六
月
一
日
）
に
お
い
て
こ
の
答
申
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。「
規
定
の
病
」
は
「
律
法
で
規
定
さ
れ
た
病
」
を
意

味
し
、
皮
膚
だ
け
で
な
く
家
や
革
製
品
に
つ
い
て
も
同
じ
訳
語
を
用
い
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。「
規
定
の
病
」
は
「
重
い
」「
皮
膚
」
と
い

う
、
原
語
に
な
い
意
味
を
含
ま
な
い
点
で
、
従
来
の
「
重
い
皮
膚
病
」
の
訳
語
の
持
つ
課
題
を
あ
る
程
度
解
決
す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。
レ
ビ
記
の
関
係
す
る
箇
所
の
訳
文
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。「
祭
司
が
そ
の
皮
膚
の
患
部
を
調
べ
て
、
そ
の
患
部
の
毛
が
白
く
変

わ
り
、
皮
膚
の
下
ま
で
及
ん
で
い
る
な
ら
、
そ
れ
は
規
定
の
病
で
あ
る
。
祭
司
は
そ
れ
を
確
認
し
た
ら
、
そ
の
人
を
汚け
が

れ
て
い
る
と
言
い

渡
す
。」（
レ
ビ
記
一
三
３
）「
祭
司
は
行
っ
て
調
べ
る
。
家
に
か
び
が
広
が
っ
て
い
た
な
ら
、
そ
れ
は
家
に
生
じ
る
悪
性
の
規
定
の
病
で

あ
る
。
そ
の
家
は
汚け
が

れ
て
い
る
。」（
レ
ビ
記
一
四
44
）

も
う
一
つ
は
新
約
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ア
語
「
ピ
ス
テ
ィ
ス
・
ク
リ
ス
ト
ゥ
」
の
訳
語
で
す
。「
ピ
ス
テ
ィ
ス
・
ク
リ
ス
ト
ゥ
」
の
訳
に

つ
い
て
は
、
新
翻
訳
事
業
の
作
業
が
始
ま
っ
た
二
〇
一
〇
年
か
ら
重
要
な
課
題
と
な
り
、
事
業
に
参
加
し
た
諸
教
派
の
神
学
者
・
牧
会
的

指
導
者
の
意
見
も
聴
取
し
な
が
ら
、
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。「
ピ
ス
テ
ィ
ス
・
ク
リ
ス
ト
ゥ
」
は
、「
キ
リ
ス
ト
へ
の
信
仰
」
と
「
キ
リ
ス

ト
の
真
実
」
の
両
方
の
訳
が
可
能
で
す
。
第
七
回
検
討
委
員
会
（
二
〇
一
七
年
三
月
一
三
日
）
は
、
限
定
し
た
部
分
に
限
り
主
格
的
属
格



12

の
意
味
で
訳
す
こ
と
を
承
認
し
、「
キ
リ
ス
ト
の
真
実
」
と
す
る
合
意
に
達
し
ま
し
た
。「
限
定
し
た
部
分
」
と
は
、
ロ
マ
三
22
、
25
、

26
、
ガ
ラ
二
16-

20
、
三
22-

26
、
エ
フ
ェ
三
12
、
フ
ィ
リ
三
９
、「
神
は
真
実
な
方
」（
二
コ
リ
一
18
）
な
ど
の
場
合
で
す
。
た
だ
し
、

「
キ
リ
ス
ト
の
真
実
」
と
訳
し
た
場
合
も
、「
キ
リ
ス
ト
へ
の
信
仰
」
の
別
訳
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
欄
外
に
注
記
し
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
ロ
ー
マ
の
信
徒
へ
の
手
紙
三
章
に
つ
い
て
若
干
の
説
明
を
し
ま
す
。
パ
ウ
ロ
は
「
神
の
義
」
に
つ
い
て
、
神
は
、
ア
ブ
ラ
ハ

ム
へ
の
約
束
を
イ
エ
ス
の
十
字
架
に
よ
っ
て
果
た
し
、
そ
の
キ
リ
ス
ト
を
信
じ
る
者
を
義
と
認
め
る
こ
と
で
、
ご
自
身
が
義
で
あ
る
こ
と

を
現
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
21
節
か
ら
26
節
は
そ
の
神
の
義
が
テ
ー
マ
な
の
で
、「
神
の
義
が
現
さ
れ
た
」
と

い
う
小
見
出
し
を
付
け
、
そ
の
中
で
「
キ
リ
ス
ト
の
真
実
」
と
訳
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
27
節
以
降
は
、
信
仰
に
よ
る
義
認
が
テ
ー

マ
と
な
る
の
で
、「
信
仰
に
よ
る
義
」
と
い
う
小
見
出
し
を
付
け
、
そ
こ
で
は
、
伝
統
的
な
「
キ
リ
ス
ト
へ
の
信
仰
」
を
前
面
に
示
す
訳

と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
今
回
、「
キ
リ
ス
ト
の
真
実
」
と
い
う
訳
語
を
採
用
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、「
信
仰
に
よ
る
義
認
」
と

い
う
パ
ウ
ロ
の
立
場
を
否
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
引
照
と
注

聖
書
協
会
共
同
訳
の
特
徴
は
、「
序
文
」
に
も
示
し
た
と
お
り
、
日
本
聖
書
協
会
発
行
の
聖
書
と
し
て
初
め
て
聖
書
全
体
に
わ
た
り
引

照
と
注
を
付
け
た
形
で
最
初
か
ら
発
行
し
た
こ
と
で
す
。
こ
の
う
ち
引
照
は
新
共
同
訳
に
付
せ
ら
れ
た
も
の
に
基
づ
き
ま
す
。
引
照
の
数

は
四
三
、三
三
三
、
注
の
数
は
四
、四
一
一
で
す
。
な
お
、
引
照
と
注
の
な
い
版
も
、
今
後
、
逐
次
刊
行
す
る
予
定
で
す
。

二
〇
一
八
年
一
二
月

一
般
財
団
法
人
日
本
聖
書
協
会　

理
事
長　

大
宮 

溥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
主
事　

渡
部 

信
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献
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翻
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。
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翻訳作業プロセス

翻訳者グループ

編集委員会

翻訳チーム　原語担当、日本語担当2名で1チーム。

翻訳者委員会
担当チーム2名、
翻訳者兼
編集委員2名、
その他。

専門アドバイザー
考古学、社会学、ユダヤ
学などの専門家数名。

編集委員会
翻 訳 者、 聖 書 学 者、 教
義学者、日本語担当、典
礼・女性の専門家、事務
局員。

・旧約部会
・続編部会
・新約部会
・日本語部会

1稿  初 稿

2稿  改 稿

3稿  チーム最終稿

4稿  翻訳者委員会稿
翻訳者による最終稿

編集委員会による検討

外部モニターの意見を検討

専門分野からの助言
朗読チェックを受けて検討

5稿  朗読チェック稿

6稿  編集委員会稿

7稿  最終稿

8稿  理事会による承認

ジャンル分析

原語担当 日本語担当

検討委員会
各教派から派遣された委
員、その他、約20名。

検討委員会への諮問

外部モニター
1チ ー ム6名 を4チ ー ム、
計24名。1チームが聖書
の1/ 4を担当。
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日
本
聖
書
協
会
新
翻
訳
事
業
　
翻
訳
方
針
前
文

近
代
日
本
に
お
け
る
福
音
宣
教
の
開
始
後
、
聖
書
は
い
ち
早
く
日
本
語
に
訳
さ
れ
た
。
そ
れ
は
教
会
の
正
典
と
し
て
用
い
ら
れ
た
だ
け

で
な
く
、
言
語
、
文
学
、
思
想
な
ど
、
日
本
文
化
全
体
の
発
展
に
も
貢
献
し
た
。
過
去
の
聖
書
協
会
に
よ
る
邦
訳
聖
書
刊
行
だ
け
を
見
て

も
、『
明
治
元
訳
』（
一
八
八
七
年
）
の
後
、『
大
正
改
訳
』（
一
九
一
七
年
）、『
口
語
訳
』（
一
九
五
五
年
）、『
新
共
同
訳
』（
一
九
八
七
年
）

と
、
お
よ
そ
三
〇
年
お
き
に
改
訂
あ
る
い
は
新
訳
が
な
さ
れ
て
い
る
。
翻
訳
作
業
に
一
〇
年
か
か
る
と
す
れ
ば
、『
新
共
同
訳
』
が
刊
行

さ
れ
て
二
〇
年
が
過
ぎ
た
現
在
、
聖
書
の
新
し
い
訳
が
検
討
さ
れ
る
べ
き
時
期
が
来
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
実
際
、
過
去
数
十
年
間
に
生

じ
た
聖
書
学
、
翻
訳
学
な
ど
の
進
展
、
底
本
の
改
訂
、
日
本
語
や
日
本
社
会
の
変
化
、
ま
た
『
新
共
同
訳
』
見
直
し
へ
の
要
請
が
、
新
し

い
翻
訳
を
求
め
て
い
る
。

新
し
い
聖
書
翻
訳
は
、

（
１
）
共
同
訳
事
業
の
延
長
と
し
、
日
本
の
教
会
の
標
準
訳
聖
書
と
な
る
こ
と
、
ま
た
、
す
べ
て
の
キ
リ
ス
ト
教
会
で
の
使
用
を
目
指
す
。

（
２
）
礼
拝
で
用
い
る
こ
と
を
主
要
な
目
的
と
す
る
。
そ
の
た
め
、
礼
拝
で
の
朗
読
に
ふ
さ
わ
し
い
、
格
調
高
く
美
し
い
日
本
語
訳
を

　
　

  

目
指
す
。

（
３
）
義
務
教
育
を
終
了
し
た
日
本
語
能
力
を
持
つ
人
を
対
象
と
す
る
。

（
４
）
言
語
と
文
化
の
変
化
に
対
応
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
日
本
語
、
日
本
文
化
の
形
成
に
貢
献
で
き
る
こ
と
を
目
指
す
。

（
５
）
こ
の
数
十
年
に
お
け
る
聖
書
学
、
翻
訳
学
な
ど
の
成
果
に
基
づ
き
、
原
典
に
忠
実
な
翻
訳
を
目
指
す
。
底
本
と
し
て
、
旧
約
（
Ｂ

　
　

  

Ｈ
Ｑ
）・
新
約
（
Ｕ
Ｂ
Ｓ
第
５
版
）・
旧
約
続
編
（
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
版
）
な
ど
、
最
新
の
校
訂
本
を
で
き
る
限
り
使
用
す
る
。

（
６
）
文
学
類
型
の
違
い
を
訳
出
し
て
原
典
の
持
つ
力
強
さ
を
伝
達
す
る
努
力
は
す
る
が
、
聖
書
が
神
の
言
葉
で
あ
る
こ
と
を
わ
き
ま

　
　

  

え
、
統
一
性
を
保
つ
視
点
を
失
わ
な
い
こ
と
と
す
る
。
固
有
名
詞
や
重
要
な
神
学
用
語
に
つ
い
て
は
『
新
共
同
訳
』
の
み
な
ら

　
　

  

ず
、
過
去
の
諸
翻
訳
も
参
考
に
し
て
、
最
も
適
切
な
訳
語
を
得
る
よ
う
に
つ
と
め
る
。
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（
７
）
そ
の
出
版
に
際
し
て
、
異
読
、
な
ら
び
に
地
理
や
文
化
背
景
な
ど
を
説
明
す
る
注
、
引
照
聖
句
、
重
要
語
句
を
解
説
す
る
巻
末

　
　

  

解
説
、
小
見
出
し
、
章
節
、
地
図
や
年
表
、
な
ど
の
本
文
以
外
の
部
分
は
、
で
き
る
限
り
様
々
な
組
み
合
わ
せ
を
考
え
、
読
者

　
　

  
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
努
力
を
す
る
。

上
記
翻
訳
方
針
前
文
は
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
六
日
の
第
四
回
諮
問
会
議
に
て
決
議
さ
れ
、
日
本
聖
書
協
会
理
事
会
に
提
出
さ
れ
た
答
申

で
あ
る
。
諮
問
会
議
議
員
は
次
の
と
お
り
。

諮
問
会
議
議
員
（
団
体
名
順
）

ウ
ェ
ス
レ
ア
ン
・
ホ
ー
リ
ネ
ス
教
団　

黒
木
安
信

キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟
①　

寺
園
喜
基

キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟
②　

山
本
真
司

沖
縄
バ
プ
テ
ス
ト
連
盟　

喜
友
名
朝
順

基
督
兄
弟
団　

池
本 

潔

救
世
軍　

平
本 

直

在
日
大
韓
基
督
教
会　

朴 

寿
吉

聖
イ
エ
ス
会　

辻
田
協
二

日
本
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
ズ
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
教
団　

川
上
良
明

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議
会
①　

下
窄
英
知

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議
会
②　

岩
本
潤
一

日
本
キ
リ
ス
ト
改
革
派
教
会　

三
野
孝
一

日
本
キ
リ
ス
ト
教
会　

三
好 

明

日
本
ナ
ザ
レ
ン
教
団　

石
田 

学

日
本
バ
プ
テ
ス
ト
同
盟　

山
本
富
二

日
本
バ
プ
テ
ス
ト
連
盟　

濱
野
道
雄

日
本
ル
ー
テ
ル
教
団　

柴
田
千
頭
男

日
本
基
督
教
団 

①　

内
藤
留
幸

日
本
基
督
教
団 

②　

中
野 

実

日
本
聖
公
会　

輿
石 

勇

日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会　

鈴
木 

浩
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 『
聖
書
　
聖
書
協
会
共
同
訳
』
翻
訳
者
・
編
集
委
員
・
検
討
委
員
・
外
部
モ
ニ
タ
ー
一
覧

（
五
十
音
順
。
翻
訳
者
は
担
当
ご
と
に
五
十
音
順
。
身
分
は
本
聖
書
刊
行
時
）

翻
訳
者
（
六
二
名
）

旧
約
担
当

雨
宮
　
慧
（
上
智
大
学
神
学
部
名
誉
教
授
）

飯
　
　
謙
（
神
戸
女
学
院
院
長
、
神
戸
女
学
院
大
学
教
授
）

石
川
　
立
（
同
志
社
大
学
神
学
部
教
授
）

浦
野
洋
司
（
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院
東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
非
常
勤
講
師
）

大
澤
　
香
（
神
戸
女
学
院
大
学
文
学
部
総
合
文
化
学
科
専
任
講
師
）

大
島
　
力
（
青
山
学
院
宗
教
部
長
、
大
学
宗
教
主
任
、
経
済
学
部
教
授
）

大
住
雄
一
（
東
京
神
学
大
学
教
授
）

岡
崎
才
蔵
（
シ
ト
ー
会
伊
万
里
の
聖
母
ト
ラ
ピ
ス
チ
ヌ
修
道
院
チ
ャ
プ
レ
ン
）

小
友
　
聡
（
東
京
神
学
大
学
教
授
、
中
村
町
教
会
牧
師
）

楠
原
博
行
（
日
本
基
督
教
団
浦
賀
教
会
牧
師
）

小
林
　
進
（
日
本
聖
公
会
司
祭
）

小
林
祥
人
（
日
本
基
督
教
団
取
手
伝
道
所
牧
師
、
日
本
聖
書
神
学
校
非
常
勤
講
師
）

左
近
　
豊
（
青
山
学
院
大
学
国
際
政
治
経
済
学
部
教
授
、
宗
教
主
任
、
日
本
基
督
教
団
美
竹
教
会
担
任
教
師
）

杉
江
拓
磨
（
立
教
大
学
兼
任
講
師
）

髙
橋
洋
成
（
東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
特
任
研
究
員
）

谷
川
政
美
（
古
代
語
研
究
会
主
宰
）

樋
口
　
進
（
夙
川
学
院
院
長
、
同
短
期
大
学
特
任
教
授
）

柊
　
暁
生
（
カ
ト
リ
ッ
ク
司
祭
）

本
間
敏
雄
（
日
本
基
督
教
団
新
栄
教
会
牧
師
、
東
京
神
学
大
学
非
常
勤
講
師
）

山
森
み
か
（
テ
ル
・
ア
ヴ
ィ
ヴ
大
学
人
文
学
部
東
ア
ジ
ア
学
科
講
師
）

山
吉
智
久
（
北
星
学
園
大
学
経
済
学
部
准
教
授
）
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続
編
担
当

阿
部
　
包
（
藤
女
子
大
学
特
任
教
授
・
名
誉
教
授
、
同
大
学
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
所
長
）

岩
本
潤
一
（
前
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議
会
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
部
門
研
究
委
員
、
現
日
本
聖
書
協
会
編
集
部
主
任
）

川
崎
千
里
（Centre Sèvres - Facultés jésuites de Paris 

哲
学
部
博
士
課
程
）

高
橋
英
海
（
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
教
授
）

竹
内
一
也
（
日
本
聖
公
会
横
浜
教
区
横
浜
山
手
聖
公
会
牧
師
、
聖
公
会
神
学
院
非
常
勤
講
師
）

出
村
み
や
子
（
東
北
学
院
大
学
文
学
部
総
合
人
文
学
科
教
授
）

戸
田
　
聡
（
北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
准
教
授
）

中
村
秀
樹
（A Keresztény Lelkiség Kutatóintézete, Budapest

所
属
・
宣
教
者
）

山
下
　
敦
（
カ
ト
リ
ッ
ク
大
分
教
区
司
祭
、
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院
講
師
）

吉
田
　
新
（
東
北
学
院
大
学
文
学
部
総
合
人
文
学
科
准
教
授
）

新
約
担
当

浅
野
淳
博
（
関
西
学
院
大
学
神
学
部
教
授
）

阿
部
　
包
（
藤
女
子
大
学
特
任
教
授
・
名
誉
教
授
、
同
大
学
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
所
長
）

川
中
　
仁
（
上
智
大
学
神
学
部
教
授
、
同
大
学
神
学
部
長
）

菅
原
裕
治
（
日
本
聖
公
会
聖
パ
ト
リ
ッ
ク
教
会
牧
師
、
日
本
聖
書
神
学
校
教
授
）

須
藤
伊
知
郎
（
西
南
学
院
大
学
神
学
部
教
授
）

住
谷
　
眞
（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
会
茅
ヶ
崎
東
教
会
牧
師
、
同
神
学
校
主
任
講
師
）

武
田
な
ほ
み
（
上
智
大
学
神
学
部
教
授
）

辻
　
　
学
（
広
島
大
学
大
学
院
総
合
科
学
研
究
科
教
授
）

津
村
春
英
（
大
阪
キ
リ
ス
ト
教
短
期
大
学
元
学
長
、
大
阪
日
本
橋
キ
リ
ス
ト
教
会
牧
師
）

中
野
　
実
（
東
京
神
学
大
学
教
授
）

布
川
悦
子
（
聖
公
会
神
学
院
、
立
教
女
学
院
短
期
大
学
非
常
勤
講
師
）

三
浦
　
望(

ボ
ス
ト
ン
・
カ
レ
ッ
ジ
研
究
員)

嶺
重
　
淑
（
関
西
学
院
大
学
人
間
福
祉
学
部
教
授
）

吉
田
　
新
（
東
北
学
院
大
学
文
学
部
総
合
人
文
学
科
准
教
授
）

日
本
語
担
当

石
黒
　
圭
（
国
立
国
語
研
究
所
教
授
、
一
橋
大
学
大
学
院
連
携
教
授
）

石
原 

真
（
与
勝
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
牧
師
）
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岡
野
絵
里
子
（
詩
人
、
元
淑
徳
大
学
公
開
講
座
講
師
）

春
日
い
づ
み
（
歌
人
、
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
中
央
幹
事
、
現
代
歌
人
協
会
会
員
）

木
鎌
耕
一
郎
（
八
戸
学
院
大
学
健
康
医
療
学
部
教
授
）

酒
井
一
郎
（
童
謡
作
家
）

佐
藤
裕
子
（
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
文
学
部
日
本
語
日
本
文
学
科
教
授
）

柴
崎
　
聰
（
詩
人
、
日
本
聖
書
神
学
校
講
師
）

杉
内
峰
彦
（
藤
女
子
大
学
文
学
部
文
化
総
合
学
科
准
教
授
）

高
梨
信
乃
（
関
西
大
学
外
国
語
学
部
教
授
）

高
橋
由
美
子
（
上
智
大
学
外
国
語
学
部
教
授
）

新
延
　
拳
（
詩
人
、
日
本
現
代
詩
人
会
前
理
事
長
）

西
脇
　
純
（
宗
教
法
人
聖
グ
レ
ゴ
リ
オ
の
家
宗
教
音
楽
研
究
所
専
任
講
師
）

芳
賀
繁
浩
（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
会
豊
島
北
教
会
牧
師
、
同
神
学
校
講
師
）

畠
山
　
寛
（
駒
澤
大
学
総
合
教
育
研
究
部
外
国
語
第
二
部
門
准
教
授
）

前
川
斎
子
（
歌
人
）

松
永
美
穂
（
早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
教
授
）

持
田
鋼
一
郎
（
作
家
、
歌
人
、
翻
訳
家
、
日
本
文
芸
家
協
会
会
員
）

饒
平
名
尚
子
（
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
文
学
部
英
語
英
米
文
学
科
教
授
）

編
集
委
員
（
四
三
名
）（*

印
は
翻
訳
者
兼
編
集
委
員
）

聖
書
全
体

宮
越
俊
光
（
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
典
礼
委
員
会
秘
書
）

旧
約
全
体

石
黒
　
圭
（
国
立
国
語
研
究
所
教
授
、
一
橋
大
学
大
学
院
連
携
教
授
）

金
丸
英
子
（
西
南
学
院
大
学
神
学
部
教
授
）

五
書
・
歴
史
書

池
田
　
裕
（
筑
波
大
学
名
誉
教
授
）

大
澤
　
香*

（
神
戸
女
学
院
大
学
文
学
部
総
合
文
化
学
科
専
任
講
師
）

岡
崎
才
蔵*

（
シ
ト
ー
会
伊
万
里
の
聖
母
ト
ラ
ピ
ス
チ
ヌ
修
道
院
チ
ャ
プ
レ
ン
）

佐
藤
裕
子*

（
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
文
学
部
日
本
語
日
本
文
学
科
教
授
）
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鈴
木
佳
秀
（
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
学
院
長
）

髙
橋
洋
成*

（
東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
特
任
研
究
員
）

新
延
　
拳
（
詩
人
、
日
本
現
代
詩
人
会
前
理
事
長
）

柊
　
暁
生*

（
カ
ト
リ
ッ
ク
司
祭
）

詩
書
・
預
言
書

飯
　
　
謙*
（
神
戸
女
学
院
院
長
、
神
戸
女
学
院
大
学
教
授
）

石
川
　
立*
（
同
志
社
大
学
神
学
部
教
授
）

浦
野
洋
司*

（
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院
東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
非
常
勤
講
師
）

岡
野
絵
里
子*

（
詩
人
、
元
淑
徳
大
学
公
開
講
座
講
師
）

小
友
　
聡*

（
東
京
神
学
大
学
教
授
、
中
村
町
教
会
牧
師
）

春
日
い
づ
み*

（
歌
人
、
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
中
央
幹
事
、
現
代
歌
人
協
会
会
員
）

田
部
郁
彦
（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
会
西
都
教
会
牧
師
）

月
本
昭
男
（
上
智
大
学
神
学
部
特
任
教
授
）

林
あ
ま
り
（
歌
人
、
演
劇
評
論
家
）

樋
口
　
進*

（
夙
川
学
院
院
長
、
同
短
期
大
学
特
任
教
授
）

広
田
勝
一
（
日
本
聖
公
会
北
関
東
教
区
主
教
、
立
教
学
院
院
長
）

続
編秋

山
　
学
（
筑
波
大
学
人
文
社
会
系
教
授
）

阿
部
　
忍
（
神
戸
山
手
大
学
現
代
社
会
学
部
准
教
授
）

岩
島
忠
彦
（
上
智
大
学
神
学
部
名
誉
教
授
）

川
中
子
義
勝
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
、
㈳
日
本
詩
人
ク
ラ
ブ
会
長
）

柴
崎
　
聰*

（
詩
人
、
日
本
聖
書
神
学
校
講
師
）

手
塚
奈
々
子
（
明
治
学
院
大
学
経
済
学
部
国
際
経
営
学
科
教
授
）

戸
田
　
聡*

（
北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
准
教
授
）

増
田
祐
志
（
元
上
智
大
学
神
学
部
教
授
）

吉
田
　
新*

（
東
北
学
院
大
学
文
学
部
総
合
人
文
学
科
准
教
授
）

新
約阿

部
　
包*

（
藤
女
子
大
学
特
任
教
授
・
名
誉
教
授
、
同
大
学
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
所
長
）

阿
部
　
忍
（
神
戸
山
手
大
学
現
代
社
会
学
部
准
教
授
）
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鈴
木
　
浩
（
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
名
誉
教
授
、
日
本
ル
ー
テ
ル
神
学
校
名
誉
教
授
）

住
谷
　
眞*

（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
会
茅
ヶ
崎
東
教
会
牧
師
、
同
神
学
校
主
任
講
師
）

高
梨
信
乃*

（
関
西
大
学
外
国
語
学
部
教
授
）

土
戸
　
清
（
日
本
新
約
学
会
前
会
長
、
大
森
め
ぐ
み
教
会
名
誉
牧
師
、
国
際
新
約
聖
書
学
会
名
誉
終
身
会
員
）

津
村
春
英*

（
大
阪
キ
リ
ス
ト
教
短
期
大
学
元
学
長
、
大
阪
日
本
橋
キ
リ
ス
ト
教
会
牧
師
）

出
村
み
や
子
（
東
北
学
院
大
学
文
学
部
総
合
人
文
学
科
教
授
）

富
岡
幸
一
郎
（
関
東
学
院
大
学
国
際
文
化
学
部
比
較
文
化
学
科
教
授
、
鎌
倉
文
学
館
館
長
）

芳
賀
繁
浩*

（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
会
豊
島
北
教
会
牧
師
、
同
神
学
校
講
師
）

廣
石
　
望
（
立
教
大
学
文
学
部
キ
リ
ス
ト
教
学
科
教
授
）

深
井
智
朗
（
東
洋
英
和
女
学
院
院
長
、
東
洋
英
和
女
学
院
大
学
人
間
科
学
部
教
授
）

検
討
委
員
（
二
三
名
）（
身
分
の
次
の
括
弧
内
は
派
遣
教
団
・
団
体
名
）

阿
久
戸
光
晴
（
福
岡
女
学
院
大
学
・
福
岡
女
学
院
大
学
短
期
大
学
部
学
長
）（
日
本
基
督
教
団
）

石
田
　
学
（
小
山
ナ
ザ
レ
ン
教
会
牧
師
、
日
本
ナ
ザ
レ
ン
神
学
校
校
長
）（
日
本
ナ
ザ
レ
ン
教
団
）

岩
城
　
聰
（
聖
公
会
大
阪
教
区
司
祭
）（
日
本
聖
公
会
）

江
本
真
理
（
竹
の
塚
ル
ー
テ
ル
教
会
牧
師
）（
日
本
ル
ー
テ
ル
教
団
）

大
長
幸
一
郎
（
牧
港
中
央
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
協
力
牧
師
、
沖
縄
聖
書
神
学
校
教
師
）（
沖
縄
バ
プ
テ
ス
ト
連
盟
）

金
丸
英
子
（
西
南
学
院
大
学
神
学
部
教
授
）（
日
本
バ
プ
テ
ス
ト
連
盟
）

金
　
性
済
（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
協
議
会
総
幹
事
）（
在
日
大
韓
基
督
教
会
）

喜
友
名
朝
順
（
二
〇
一
五
年
三
月
ま
で
沖
縄
バ
プ
テ
ス
ト
連
盟
理
事
、
東
風
平
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
牧
師
。
二
〇
一
五
年
三
月
没
）（
沖
縄
バ
プ
テ
ス
ト
連
盟
）

黒
木
安
信
（
二
〇
一
五
年
二
月
ま
で
ウ
ェ
ス
レ
ア
ン
・
ホ
ー
リ
ネ
ス
神
学
院
院
長
、
浅
草
橋
教
会
牧
師
。
二
〇
一
五
年
二
月
没
）（
ウ
ェ
ス
レ
ア
ン
・
ホ
ー
リ
ネ
ス
教
団
）

佐
藤
捷
雄
（
聖
イ
エ
ス
会
ロ
ゴ
ス
神
学
院
元
教
授
）（
聖
イ
エ
ス
会
）

島
し
づ
子
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
愛
実
の
会
理
事
長
）（
愛
実
の
会
）

鈴
木
　
浩
（
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
名
誉
教
授
、
日
本
ル
ー
テ
ル
神
学
校
名
誉
教
授
）（
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
）

髙
見
三
明
（
カ
ト
リ
ッ
ク
長
崎
大
司
教
区
大
司
教
）（
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議
会
）

寺
園
喜
基
（
福
岡
女
学
院
院
長
）（
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟
）

中
島
真
実
（
東
海
聖
書
神
学
塾
教
師
、
基
督
兄
弟
団
一
宮
教
会
牧
師
）（
基
督
兄
弟
団
）

野
島
邦
夫
（
国
立
聖
書
教
会
牧
師
）（
日
本
キ
リ
ス
ト
改
革
派
教
会
）

本
間
尊
広
（
ウ
ェ
ス
レ
ア
ン
・
ホ
ー
リ
ネ
ス
神
学
院
教
師
、
玉
川
キ
リ
ス
ト
中
央
教
会
牧
師
）（
ウ
ェ
ス
レ
ア
ン
・
ホ
ー
リ
ネ
ス
教
団
）



23

丸
畑
幸
夫
（
救
世
軍
士
官
学
校
講
師
）（
救
世
軍
）

三
好
　
明
（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
会
志
木
北
伝
道
所
牧
師
、
同
神
学
校
旧
約
学
主
任
講
師
）（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
会
）

山
口
里
子
（
日
本
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
神
学･

宣
教
セ
ン
タ
ー
共
同
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
日
本
聖
書
神
学
校
、
聖
公
会
神
学
院
、
恵
泉
女
学
園
大
学
、
聖
心
女
子
大
学
の
元
講
師
、

　
　
　
　
　

農
村
伝
道
神
学
校
講
師
）（
日
本
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
神
学･

宣
教
セ
ン
タ
ー
）

山
本
真
司
（
同
志
社
国
際
中
学
校
・
高
等
学
校
チ
ャ
プ
レ
ン
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟
聖
書
科
部
会
全
国
委
員
長
）（
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟
）

山
本
富
二
（
日
本
バ
プ
テ
ス
ト
同
盟
磯
子
の
丘
教
会
牧
師
）（
日
本
バ
プ
テ
ス
ト
同
盟
）

和
田
幹
男
（
カ
ト
リ
ッ
ク
関
目
教
会
主
任
司
祭
、
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院
聖
書
学
講
師
）（
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議
会
）

外
部
モ
ニ
タ
ー
（
二
〇
名
）

秋
元
美
晴
（
恵
泉
女
学
園
大
学
名
誉
教
授
）

石
井
砂
母
亜
（
跡
見
学
園
中
学
校
高
等
学
校
社
会
科
教
諭
、
青
山
学
院
大
学
、
立
教
大
学
、
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
非
常
勤
講
師
）

石
橋
誠
一
（
日
本
バ
プ
テ
ス
ト
連
盟
東
八
幡
キ
リ
ス
ト
教
会
牧
師
、
西
南
学
院
大
学
非
常
勤
講
師
、
九
州
バ
プ
テ
ス
ト
神
学
校
講
師
）

梅
村
昌
弘
（
カ
ト
リ
ッ
ク
横
浜
司
教
区
司
教
）

エ
イ
カ
ー
ズ
愛
（
日
本
バ
プ
テ
ス
ト
連
盟
小
樽
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
牧
師
）

岡
田
武
夫
（
カ
ト
リ
ッ
ク
東
京
教
区
本
郷
教
会
協
力
司
祭
）

小
野
寺
友
実
（
キ
リ
ス
ト
教
愛
真
高
等
学
校
国
語
科
教
諭
）

加
藤
常
昭
（
正
教
師
（
隠
退
））

川
口
菜
穂
美
（
近
江
兄
弟
社
高
等
学
校
社
会
科
教
諭
）

幸
田
和
生
（
カ
ト
リ
ッ
ク
東
京
大
司
教
区
名
誉
司
教
）

澤
村
信
蔵
（
基
督
兄
弟
団
成
増
教
会
牧
師
）

手
島
佑
郎
（
ギ
ル
ボ
ア
研
究
所
代
表
）

中
井
珠
惠
（
上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
非
常
勤
講
師
、
市
立
川
西
病
院
病
院
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

鍋
谷
堯
爾
（
神
戸
ル
ー
テ
ル
神
学
校
教
授
）

西
出
佳
菜
（
同
志
社
国
際
中
学
校
・
高
等
学
校
国
語
科
教
諭
）

芳
賀
　
力
（
東
京
神
学
大
学
教
授
、
日
本
基
督
教
団
正
教
師
）

東
谷
清
貴
（
日
本
ル
ー
テ
ル
神
学
校
学
生
）

三
上
　
梓
（
西
南
学
院
中
学
校
宗
教
主
任
）

山
我
哲
雄
（
北
星
学
園
大
学
教
授
、
日
本
旧
約
学
会
前
会
長
）

山
本
真
司
（
同
志
社
国
際
中
学
校
・
高
等
学
校
チ
ャ
プ
レ
ン
、
日
本
基
督
教
団
正
教
師
）
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